
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F1 
＊Ｆ1 参加者のなかで記録更新者（100 点以上）・Ｆ２ 

の 150 点達成した生徒は左記の通り。 

＊記録更新する生徒に共通する傾向として、前半の易

しい問題はドンドン高速で計算していき、そこで稼

いだ時間を上手に使って中盤以降の難易度の高い問

題に当たっています。 

F1 攻略法 

まずは 100 点以上をとるのが第一目標。F2 と比

べると格段にレベルがアップするので、多くの生徒

が当初は戸惑っていますが、工夫しながら練習を重

ねていけば必ず点数はアップしていきます。 

100 点を達成したら次の目標 150点ですが、3ケ

タ×3 ケタのかけ算、3 ケタ５口の見取り算を時間

をかけずに安定して正答できるスピードが必要。 

 

アバカス・サーキット第 293戦（８月大会）成績 

参加人数

林 亜 蓮 238 +12 小６ 159 (15%) 1065

首 藤 菜 仁 194 +12 小５ 207 (21%) 992

伊 藤 彩 羽 178 +6 小６ 382 (36%) 1065

鈴 木 桃 寧 148 +6 小４ 322 (37%) 859

杉 石 美 心 126 +10 小６ 688 (65%) 1065

原 田 龍 晟 126 +2 小５ 548 (55%) 992

平 手 九 110 +18 小５ 650 (66%) 992

F１ 自己記録 更新者（参加者4999名）

氏  名 得点 アップ点 学年
学年別

順位（上位％）

F2 順位 氏　名 学年 得点

44 中末 陽大 小６ 158

F2 成績表　参加者1417名

ただしこのレベルは全珠連 暗算検定の初段から準弐段あたりと同じ実力が求められるので、それほど簡単に出来る

ようにはなりません。これまで教室で達成した人は 4名で、あと一歩の生徒が数名という感じです。 

F2 攻略法 

今回は一人だけ 150 点をクリア！同時にあと一歩で 150 点達成という生徒が複数いました。9 月大会では目標に届

くように日頃の練習から真剣に取り組んでいきましょう。 

F2 は掛け算・割り算は高得点を取れる一方で、見取り算が伸び悩んで全体の足を引っ張っているという傾向が多く

の生徒に見受けられ、特に見取り算の 21 番以降の 2ケタ 7 口の計算に多くの時間を費やしてしまいタイムアウトとな

ってしまうようです。2 ケタ 7口の見取り算は全珠連の暗算検定では出題されない難しいレベルですが、そろばんを習

う以上はこの程度は暗算で数秒内に正解できるスキルを身に着けたい所ところ。当初は暗算に苦手意識を抱いていても

アバカスサーキットを通して多くの生徒たちが着実に実力がアップしていますので、ネバーギブアップ！の気持ちで続

けていけば必ず道は開けていきます。 

 

秋の競技会 読上げ算 大会 
10 月 29 日に読上げ算の競技大会を行います。参加者はふたつのグループ ◇低中学年やそろばんを始めて日が浅い

A グループ（そろばん 8 級から 4～5 級程度）と◇B グループ（そろばん 4 級～段位）に分かれての競技となります。

A グループの生徒の中には、読上げ算ってなに？やったことな～い！という人もいるかもしれませんが、心配いりませ

んよ～。読上げ算とは、読み手（先生）が読み上げていく数字をそろばん（または暗算）で足したり引いたりしていくだ

けです（いつも練習している級位テキストの見取り算を、目からインプットする代わりに耳から入れていくイメージ）。 

その問題が簡単か難しいかを決めるポイントは、１.けた数（幅）２.口数 ３.スピード ４.加算か加減算か…あたり。 

右にあるのは春の競技会の問題（Aグループ）ですが、見てお分かりのとおり 

1 番のように、けた数が少ない 5個の数字の足し算をゆっくりと読んでいけば、 

そろばん経験者なら全員が出来るはずです。しかし、もしも口数が 10口に増 

え 5 秒ほどで一気に読上げると途端にグ～んと難しくなります。 

また中級者以上の場合、ケタ揃い・ケタ違いという点も、難易度を大きく左右 

します。仮にケタ数の多い 10口の加算であってもすべて 7 ケタのみ（ケタ揃い） 

でゆっくり読めばほとんどの場合は正解まで辿り着きますが、同じ 10 口加算でもケタ数が 4 ケタ～7 ケタ（ケタ違い）

となると、最初の珠を入れる場所（位）がその都度、違ってくるためについてこれない生徒が一気に増えてしまいます。 

 上手になるためにはいろいろとコツがあるので、その辺りは教室で練習しながら学んでいけば良いと思いますが、ま

ずは何よりも楽しみながらやっていくことが一番の特効薬。普段は教室でおしゃべりすると先生に叱られてしまいます

が、読上げ算練習のときは先生や周りの生徒とコミュニケーションをとりながら進めていくので、その場はワイワイと

無駄（笑）に盛り上がったりもします。誰でも最初は出来ないのが当たり前ですし、答えが間違ってもまったく恥ずか

しくありません。尻込みせずにドンドン積極的に挑戦していきましょう！ 

 秋の競技会の次は、冬の競技会が待っています。先月号のレターで 12 月 3 日の開催予定とお伝えしましたが、事情

により 12 月 17 日（午前中）に変更となります。10 月に入ったら申込書を配布しますが、参加資格の目安は大体そろ

ばん６級以上。また、これまでの競技会は毎回 2 グループに分けましたが、今回は１グループで実施します。申込書を

もらった人は都合がつく限り参加しましょう。 

 

 


